
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 発達障害等通級による指導に関する 

全国実態調査票 



1 

 

発達障害等通級による指導に関する全国実態調査票 
 

（１）調査票Ⅰ 
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（２）調査票Ⅱ 
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資料２ PAC 分析の手法を援用した 

インタビュー調査の手続き 

（Ⅲ 関連資料） 
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資料２－１ PAC 分析の手法を援用したインタビュー調査の手続きについて 

 

＜対象者への説明手続き（「インタビューガイド」より抜粋）＞ 

以下の手続きにて，PAC 分析の手法を援用したインタビュー調査を進めた。 

 

Ⅰ 調査の趣旨と流れについて説明した後，連想刺激文をノート PC（Excel シート）で呈示し，

連想項目（イメージや言葉）を，自分のペースで，想起順に PC に入力するよう求めた（図

1）。 
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 図 1 連想項目のＰＣ入力 

これから，「適応上の困難が生じており，指導・支援に 

当たり，困難性が高い発達障害や情緒障害のある子ども

の特徴」というテーマでインタビュー調査をさせていただき

ます。 

調査は，PAC（Personal Attitude Construct:個人別態度構

造）分析という手法を用いて行います。PAC 分析では，ま

ず，『ある言葉を示された時に，あなたの心に思い浮かぶ

ままのイメージ，言葉，考え』などを自由に想起していただ

きます。その後，あなたの『指導・支援の困難性が高い子

どもの特徴』を，あなたの解釈に沿って明らかにさせてい

ただきます。 

調査は，パソコンを用いて行います。 

調査は 2 時間程度の見込みですが，途中で 10 分程度の

休憩をはさませていただきます。 

 

 

 

「あなたやあなた方がこれまでに出会ってきた発達障害

や情緒障害のある子どものうち，学校生活や社会生活

で「著しい適応上の困難」が生じていた事例をイメージし

てください。そのうち，「指導・支援の困難性は高かった

が，あなたやあなた方の指導・支援を通し，学校や社会

生活での適応につながった子ども，つまり，指導・支援

がうまく進んだ子ども」を一人だけイメージしてください。 

その子どもにはどのような特徴がありましたか？また，

その子どもをとりまく環境にはどのような特徴がありまし

たか？あなたやあなた方は，その子どもへの支援に際

し，どのような点で指導・支援の困難性を感じたのでしょ

うか？ 

このように「指導・支援の困難性は高かったが，あなた

やあなた方の指導・支援を通し，学校や社会生活での

適応につながったケース」の特徴に関して自由に発想い

ただき，頭に浮かんできたイメージや言葉を，思い浮か

んだ順に，単語または短文にして入力してください。」 
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Ⅱ 連想項目の飽和を確認した後，ノート PC（Excel シート）で，連想項目単独での正負（プ

ラス，マイナス，ゼロ）のイメージの評定註1及び，重要度の評定（５件法註2）を行うよう

求めた（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ PAC 分析支援ツールである PAC-assist2（土田，2016 註3）を用いて，自由連想した項目間の

類似度評定を行うよう求めた（目安のために 10 段階のスケールが付されているが，数値

処理上は 1000 段階の分析能を持っている；図 3）。 

 

 

 
註1 同じ言葉であっても対象者により，正負のイメージは変わりうるため。例えば，「失敗」という言葉はあ

る人にとっては，マイナスのイメージであっても，別の人にとっては，改善に向けたプラスのイメージと

なりうる。 
註2 PAC 分析では，通常，全ての選択肢に順位をつける完全順位法の形をとるが，本研究は，土田の資料にお

いて，「対象分野によっては 5 段階程度のランク付けで行うことも可能」との記述を参考とし，５段階評定

とした。（http://wwwr.kanazawa-it.ac.jp/~tsuchida/lecture/pac-assist.htm 2021 年 1 月 26 日最終確

認） 
註3 土田義郎（2016）．PAC-assist2．（http://wwwr.kanazawa-it.ac.jp/~tsuchida/lecture/pac-assist.htm  

2021 年 1 月 26 日最終確認） 

図 2 連想項目単独での正負のイメージ及び重要度の評定 

〇個のイメージや言葉について，あなた 

からみて，『プラス，マイナス，ゼロ（どちらで

もない）』の３つのイメージのうち，どれにあて

はまるかをお尋ねします。あなたにとっての

項目のイメージを１つだけ選択してください。 

〇個のイメージや言葉について，あなたからみた 

重要度をお尋ねします。言葉のイメージがプラスである

かマイナスであるかの方向には関係なく，あなたにとっ

てどの程度重要と感じられるかを，５段階で評定してく

ださい。重要度が最も高い程度を５とします。その際，

重要度の基準はご自身でもっていただいて構いませ

ん。 

あなたにとっての重要度を直感でお答えください。 

なお，最後に，最も重要と考えるものを 1つだけ選ん

で， 

チェックをつけてください。 

http://wwwr.kanazawa-it.ac.jp/~tsuchida/lecture/pac-assist.htm
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Ⅳ Ⅲから作成された非類似度行列のデータを用いて，統計ソフトＲにて，クラスター分析

（Ward 法）を行い，デンドログラムを作成した。クラスター数（クラスターの分割箇所）

は対象者と協議し決定した。 

 

Ⅴ デンドログラムに基づき（印刷物を対象者及び調査者に１部ずつ用意），対象者から，クラ

スター構造のイメージや解釈（クラスターに包含された連想項目から湧き上がるイメージ，

クラスター間を比較した際の類似点と差異点，クラスター間の構造等）の報告を得た（図

4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 連想項目間の類似度評定 

これから，あなたやあなた方 

が，『指導・支援の困難性は高か

ったが，支援がうまく進んだ子ど

も』に関連するものとして想起し

たイメージや言葉を，２つずつ画

面に呈示します。その組合せ

が，あなたの直感的なイメージ

上，どの程度，「似ているか」「似

ていないか」を考えて，その類似

の程度を，10 段階を目安として

評定してください。 

こちらが，あなたに評定していた

だいた結果から分析された，あなた

の『指導・支援の困難性は高かった

が，支援がうまく進んだ子どもに対

するイメージ構造』になります。 

この図では，あなたが「似ている」と

評定したものが近接してグループと

してまとまっています。図のまとまり

をみると，〇つのグループに分かれ

るように見えますが，いかがでしょう

か？ 

この２つのグループ

は，どんなところが

似ていて，どんなと

ころが違うと思いま

すか？ 

この２つのグルー

プは，どのような関

係にあると思いま

すか？ 

このグループからどん

なイメージがわいてき

ますか？ 

どんな内容でまとまっ

ていると感じられます

か？ 

図 4 デンドログラムに基づくインタビューのイメージ 



4 

 

Ⅵ その後，PAC 分析の結果に基づく，補足的インタビュー（ⅰ事例選定の理由，ⅱ事例  

の具体的な状態像，ⅲ主要な取組と工夫，ⅳ適応上の困難をもたらしたであろう要因 

〔リスク要因〕と，困難の予防に向け必要であった要因〔保護要因〕，ⅳ学校教育の課題と

今後の展望）を実施した（図 5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※あくまでも本研究における PAC 分析を援用したインタビュー調査の手続きとして示した。 

 標準的な手続きについては，第２章文献で示した内藤（1993，2003）の書籍を参照された 

い。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 デンドログラムに基づくインタビューのイメージ 

本日想起していただいた事例は，具体的に

は，どんな子どもでしたか？  

 

適応上の困難が生じた背景にはどのような要

因（リスク要因）があると思いますか？ 

 

適応上の困難を予防する上で，どのような要

因（保護要因）が必要であったと考えますか？ 

 

適応上の困難の予防や，適応上の困難の改

善に向けた，現在の学校教育の課題を教えて

ください。 

 

子どもが自立及び自己実現していく上で，重

要であると考えること，そのために，学校に期

待したいことがあれば教えてください。 
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資料２－２ PAC 分析の結果（命名は分析者による） 

 

１．インタビュー調査の元となったクラスター分析結果（デンドロラム）：関係機関の専門職 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 協力者Ａ（スクールソーシャルワーカー）：事例のイメージ（15 才/男児/ASD） 

図 2 協力者Ｂ（発達障害者支援センター職員）：事例のイメージ（15 才/男児/ADHD） 
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図 3 協力者 C（少年院法務教官）：事例のイメージ（18 才/男児/ADHD） 

 

図 4 協力者 D（医師）：事例のイメージ（19 才/男児/ASD） 

 

※文頭の数字は連想文の想起順を示す。文末の数字は連想文の重要度を示す（5 段階で尋ね数字が大きくなる 

ほど重要度が高まる。5 が複数ある場合は最重要のものを示した）。プラス・マイナス・ゼロは連想文の正負 

のイメージを示す。 
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２．インタビュー調査の元となったクラスター分析結果（デンドロラム）：小学校・中学校・    

高等学校 通級指導教室担当者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 協力者 E（小学校教員）：事例のイメージ（小学生/男児/ASD） 

 

図 6 協力者 F（中学校教員）：事例のイメージ（中学生/男児/ASD） 
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図 8 協力者 H（高等学校教員）：事例のイメージ（高校生/男児/ASD） 

 

 

図 7 協力者Ｇ（中学校教員）：事例のイメージ（中学生/男児/ASD） 

 

※文頭の数字は連想文の想起順を示す。文末の数字は連想文の重要度を示す（5 段階で尋ね数字が大きくなる 

ほど重要度が高まる。5 が複数ある場合は最重要のものを示した）。プラス・マイナス・ゼロは連想文の正負 

のイメージを示す。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 二次的な障害の予防を目的としたリーフレット 



 







本当は、みんなの言っていることが

良く分からない。全員が自分についての

悪口を言っているように思えるから

　不安なだけなんだ・・・。





「学びへのアクセスを整えること」



「自己理解に関する指導・支援」



「信頼感を育む」





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 一般雑誌への寄稿論文『刑政』 
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70読読 物物

発 達 障 害 の あ る 子 ど も の 二 次 的 な 障 害 を 予 防 す る た め に
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国 立 特 別 支 援 教 育 総 合 研 究 所

一　 は じ め に

　 発 達 障 害 の あ る 子 ど も は 、 障 害 特 性 の み で な く 、 環 境

と の 相 互 作 用 に よ り 課 題 を 抱 え る 場 合 が あ る 。 例 え ば 、

正 し い 理 解 や 適 切 な 支 援 が な さ れ な い 場 合 、 L D （ 学 習

障 害 ） の あ る 子 ど も は 学 習 活 動 へ の 意 欲 や 自 信 の 低 下 、

A D H D （ 注 意 ／ 欠 如 多 動 症 ） や A S D （ 自 閉 ス ペ ク ト ラ

ム 症 ） の あ る 子 ど も は 、 周 囲 の 否 定 的 な 反 応 を 引 き 出 し

や す く 、 そ の 結 果 、 注 意 や 叱 責 を 受 け る こ と で 不 安 が 高

ま っ た り 、 自 信 や 意 欲 の 低 下 を 引 き 起 こ し た り と い っ た

悪 循 環 が 生 じ る 。 情 緒 的 に 不 安 定 な 状 態 は 、 様 々 な 精 神

症 状 を 引 き 起 こ す 場 合 さ え あ る 。

　 し か し な が ら 、 子 ど も の 特 性 や そ れ に 伴 う 情 緒 的 な 体

験 が 周 囲 に 正 し く 理 解 さ れ 、 学 校 や 家 庭 な ど に お い て 適

切 な 関 わ り が 得 ら れ れ ば 、 不 適 応 を 起 こ す こ と は な く 、

教 育 的 効 果 を 生 む と と も に 、 情 緒 の 安 定 も 期 待 さ れ る 。

　 こ の よ う に 発 達 障 害 の あ る 子 ど も が 本 来 抱 え て い る

様 々 な 障 害 特 性 を 一 次 的 な 障 害 と す れ ば 、 環 境 や 周 囲 の

関 わ り に 起 因 す る 適 応 困 難 の 状 態 は 二 次 的 な 障 害 と 捉 え

ら れ る 。

　 そ れ で は 二 次 的 な 障 害 と は 何 か 。 国 立 特 別 支 援 教 育 総

合 研 究 所 （ 二 〇 一 二 ） で は 、 一 、 特 別 支 援 教 育 に お け る 「 二

次 的 な 障 害 」 は 、 発 達 障 害 と 不 適 切 な 対 応 や 不 十 分 な 支

援 と い う 環 境 要 因 が 関 わ っ て 発 現 す る も の 、 二 、 医 療 と

の 連 携 は 重 要 で あ る が 、 予 防 を 含 め た 支 援 に 医 学 的 診 断

は 必 須 で は な い こ と 、 三 、 子 ど も に 発 達 障 害 が あ る 可 能

性 に 気 づ い た ら 、 で き る だ け 早 く で き る だ け 適 切 な 支 援

を 開 始 し て 二 次 的 な 障 害 を 予 防 し 、 発 現 し た 二 次 的 な 障

害 に つ い て の 改 善 を 図 る 必 要 が あ る こ と 、 と し て い る 。

　 こ の よ う に 、 二 次 的 な 障 害 は 周 囲 の 理 解 や 対 応 と い っ

た 環 境 の 要 因 の 影 響 が 大 き い も の で あ る が 、 学 校 現 場 で

は 、 行 動 上 の 問 題 や 不 登 校 等 の 二 次 的 な 障 害 が 起 き て し

ま っ た 後 で 、 対 処 療 法 的 な 対 応 が な さ れ が ち な 現 状 も 否

め な い 。

　 国 立 特 別 支 援 教 育 総 合 研 究 所 （ 二 〇 一 二 ） が 小 ・ 中 学

校 の 自 閉 症 ・ 情 緒 障 害 特 別 支 援 学 級 の 担 当 者 に 対 し 、 知

的 発 達 が 標 準 も し く は 境 界 線 域 で 、 発 達 障 害 の 診 断 ま た

は 傾 向 が あ る 子 ど も に 関 し て 「 気 に な る 状 態 」 に つ い て

調 査 し た と こ ろ 、 「 不 登 校 や 不 登 校 傾 向 、 緘 黙 、 腹 痛 や

頭 痛 と い っ た 心 身 症 の 訴 え は 学 年 が 上 が る に つ れ 増 加 す

る こ と 」 、 「 特 定 の 先 生 や 友 人 か ら の 分 離 の 難 し さ 、 特 定

場 面 に 対 す る 恐 怖 、 感 覚 の 過 敏 さ と い っ た 不 安 は 小 学 生

に 多 く 、 他 者 に 対 す る 警 戒 心 は 中 学 生 で 多 い こ と 」 、 「 学

年 が 上 が る に つ れ 学 習 に 関 し て 気 に な る 様 子 を 示 す 子 ど

も が 増 え る 。 ま た 、 そ の 傾 向 は 小 学 生 に 顕 著 に み ら れ る

こ と 」 が 分 か っ た 。

　 調 査 結 果 は 、 こ れ ら の 気 に な る 行 動 に 対 し 、 小 学 校 で

は 、 子 ど も か ら 話 を 聞 い た り 、 声 を 掛 け た り と い っ た 対

応 が 比 較 的 多 い 一 方 、 中 学 校 で は 、 S S T （ ソ ー シ ャ ル

ス キ ル ト レ ー ニ ン グ ） な ど 指 導 的 に 意 識 や 行 動 を 変 え て

い こ う と す る 関 わ り が 多 く 、 特 に 、 他 者 に 対 す る 反 抗 的

な 態 度 や 暴 言 ・ 暴 力 に 対 し て は 、 目 に 見 え る 状 態 を 止 め

る こ と が 優 先 さ れ て い た と 報 告 す る 。

　 ま た 同 結 果 か ら は 、 こ う し た 二 次 的 な 障 害 に 対 し 、 学

校 現 場 の 気 づ き は 弱 く 、 子 ど も た ち が 示 す 困 難 な 状 態 は

発 達 障 害 の 特 性 と し て 捉 え ら れ 、 行 動 上 の 問 題 や 不 登 校

の 状 態 に な っ て か ら 初 め て 二 次 的 な 障 害 と し て 対 応 さ れ

て い た こ と 、 さ ら に は 、 学 年 が 上 が る に つ れ 気 に な る 状

態 を 二 次 的 な 障 害 と 捉 え る 教 員 が 増 え た 一 方 、 二 次 的 な

※ 表 の 行 間 を 空 け ま し た



73
読物

／発
達障

害の
ある

子ど
もの

二次
的な

障害
を予

防す
るた

めに
―矯

正教
育に

おけ
る実

践知
が学

校教
育に

示唆
する

もの
― 

 （
令
和
3
年
2
月
．�
刑
政
13
2巻
2
号
）

読物
／発

達障
害の

ある
子ど

もの
二次

的な
障害

を予
防す

るた
めに

―矯
正教

育に
おけ

る実
践知

が学
校教

育に
示唆

する
もの

― 
 （
令
和
3
年
2
月
．�
刑
政
13
2巻
2
号
）

72障 害 の 状 態 に 適 切 な 対 応 が 行 わ れ て い な い 現 状 が う か が

わ れ た 。 そ の 結 果 、 病 弱 特 別 支 援 学 校 や 医 療 ・ 福 祉 機 関

の み な ら ず 、 司 法 に お い て 矯 正 教 育 を 受 け る 子 ど も が い

る 現 状 も 明 ら か に な っ た 。

　 こ の よ う に 先 行 研 究 で の 知 見 か ら 、 い ま だ も っ て 教 育

現 場 に お け る 二 次 的 な 障 害 へ の 対 応 の ニ ー ズ は 高 い こ と

か ら 、 二 次 的 な 障 害 を 生 じ さ せ な い た め に 学 校 教 育 の 中

で 何 が で き る か （ 何 が で き た か ） を 明 ら か に し た い と 考

え た 。

　 そ こ で 、 実 際 に 二 次 的 な 障 害 に 陥 っ て し ま っ た ケ ー ス

を 学 校 教 育 の み な ら ず 、 様 々 な 関 係 機 関 に 対 し て 訪 問 調

査 を 行 い な が ら 情 報 提 供 を 受 け 、 後 方 視 的 に 検 討 を 行 う

こ と と し た 。

二　 訪 問 調 査 に つ い て

　 二 〇 一 八 年 六 月 か ら 一 二 月 に か け て 、 教 育 、 福 祉 、 心

理 、 司 法 分 野 の 計 六 か 所 の 関 係 機 関 へ の 訪 問 調 査 を 行 っ

た （ 表 1 ） 。 訪 問 調 査 で は 、 各 機 関 の 様 子 （ 施 設 や 取 組 ）

を 観 察 さ せ て も ら う と と も に 、 研 究 へ の 同 意 を 得 た 上 で 、

（ a ） 当 該 機 関 に 至 っ た 経 緯 、 （ b ） 子 ど も へ の 対 応 で 大

切 に し て い る こ と 、 （ c ） 自 立 ・ 自 己 実 現 に 向 け て の 重

要 な こ と 、 （ d ） 学 校 教 育 に 期 待 す る こ と に つ い て 、 半

構 造 化 の 形 で 聴 き 取 り を 行 っ た 。

三�　 訪 問 調 査 で 明 ら か に さ れ た こ と

　 表
2 に 、 訪 問 機 関 へ の 調 査 結 果 の 概 要 を 示 し た 。 以 下

で は 、 （ a ） ～ （ d ） の 質 問 ご と に 、 各 機 関 か ら 得 た 知

見 の 共 通 点 や 、 矯 正 教 育 の 実 践 で 重 要 と 思 わ れ た 点 な ど

を 述 べ る 。

（ ａ ）　 当 該 機 関 に 至 っ た 経 緯

　 子 ど も が 各 機 関 に 至 っ た 経 緯 は さ ま ざ ま で あ っ た が 、

表 面 化 し て い た 問 題 の う ち 、 直 接 的 な 原 因 と し て 考 え ら

れ た の は 、 「 癇 癪 、 暴 力 行 為 」 な ど の 行 動 上 の 問 題 や 、 「 不

適 応 、 不 登 校 」 な ど の 心 理 的 な 問 題 で あ っ た 。 ま た 、 子

ど も は 、 こ う し た 問 題 と 併 せ て 、 「 学 習 意 欲 の 低 下 、 学

力 不 振 」 、 「 教 員 や 友 達 と の 人 間 関 係 の ト ラ ブ ル 、 孤 立 」 、

「 い じ め 」 な ど の 問 題 に 直 面 し て い た 。 さ ら に 、 「 家 庭 で

表
1　
訪
問
機
関
リ
ス
ト

分
野

機
関
の
種
別

機
関
の
機
能

教
育
サ
ポ
ー
ト
校
A

・
�通
信
制
課
程
に
在
籍
す
る
生
徒
を
対
象
に
、
生
徒
が
添
削
課
題
へ
取
り
組
む

際
の
サ
ポ
ー
ト
等
を
行
う

福
祉
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
B
・
�発
達
障
害
児
者
と
そ
の
家
族
が
豊
か
な
地
域
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
保
健
、

医
療
、
福
祉
、
教
育
、
労
働
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
に
お
け
る

総
合
的
な
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
な
が
ら
、
様
々
な
相
談
に
応
じ
、

指
導
と
助
言
を
行
う

心
理
児
童
心
理
治
療
施
設
C

児
童
心
理
治
療
施
設
D

・
�心
理
的
・
精
神
的
問
題
を
抱
え
日
常
生
活
の
多
岐
に
わ
た
り
支
障
を
来
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
に
、
医
療
的
な
観
点
か
ら
生
活
支
援
を
基
盤
と
し
た
心
理

治
療
を
行
う

司
法
少
年
院
E

少
年
院
F

・
�家
庭
裁
判
所
か
ら
保
護
処
分
と
し
て
送
致
さ
れ
た
少
年
に
対
し
、
そ
の
健
全

な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
矯
正
教
育
、
社
会
復
帰
支
援
等
を
行
う

表
2
　
訪
問
機
関
で
得
ら
れ
た
知
見

質
問

得
ら
れ
た
知
見

カ
テ
ゴ
リ

内
容
例

（
a）
�　
当
該
機
関

に
至
っ
た
経

緯

〈
表
面
化
し
て
い
た
問
題
〉

・
�癇
癪
、
暴
力
行
為

・
�不
適
応
、
不
登
校

・
�学
習
意
欲
の
低
下
、
学
力
不
振

・
�教
員
や
友
達
と
の
人
間
関
係
の

ト
ラ
ブ
ル
、
孤
立

・
�い
じ
め

〈
環
境
要
因
〉

・
�家
庭
で
の
虐
待
、ネ
グ
レ
ク
ト
、

保
護
者
と
の
対
立

・
�学
校
で
の
不
適
切
な
対
応
、
必

要
な
支
援
の
不
足

→
�繰
り
返
さ
れ
る
失
敗
体
験
や
外

傷
経
験

→
�困
っ
た
時
に
支
援
を
求
め
ら
れ

な
い
状
況

・
�障
害
特
性
が
あ
る
こ
と
で
い
じ
め
に
あ
い
、
学
力
不
振
や
不

適
応
状
態
と
な
り
不
登
校
に
な
る
。【
サ
ポ
ー
ト
校
A
】

・
�周
囲
の
見
立
て
が
十
分
で
な
く
、
支
援
や
介
入
が
遅
れ
て
い

る
こ
と
も
多
い
。
就
職
の
問
題
、
癇
癪
や
暴
力
、
授
業
に
参

加
で
き
な
い
、
学
校
で
出
さ
れ
た
課
題
の
不
履
行
な
ど
が
相

談
の
主
訴
と
な
る
。【
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
B】

・
�虐
待
な
ど
大
切
に
さ
れ
な
い
経
験
を
積
み
す
ぎ
て
、
人
に
何

か
を
望
む
気
持
ち
や
、
人
に
よ
く
見
ら
れ
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
乏
し
い
。
精
神
的
な
も
ろ
さ
が
あ
る
。【
児
童
心
理
治

療
施
設
C】

・
�虐
待
や
周
囲
の
環
境
に
よ
り
、
愛
着
形
成
上
の
課
題
や
社
会

性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。【
児

童
心
理
治
療
施
設
D
】

・
�い
じ
め
ら
れ
て
い
て
も
、
教
員
に
相
談
で
き
な
い
。
少
年
院

に
入
院
し
、初
め
て
相
談
の
仕
方
が
分
か
っ
た
事
例
も
あ
る
。

一
度
、
学
校
を
逸
脱
し
て
し
ま
う
と
、
再
包
摂
す
る
こ
と
は

難
し
い
。【
少
年
院
E】

・
�困
っ
た
時
に
SO
Sが
出
せ
な
い
。
彼
ら
な
り
に
適
応
し
よ
う

と
し
た
結
果
が
非
行
や
犯
罪
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
。
自

尊
心
が
低
く
、
手
を
差
し
伸
べ
て
も
取
っ
て
く
れ
に
く
い
。

【
少
年
院
F】
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の 虐 待 、 ネ グ レ ク ト 、 保 護 者 と の 対 立 」 、 「 学 校 で の 不 適

切 な 対 応 、 必 要 な 支 援 の 不 足 」 な ど の 環 境 面 の 問 題 も 確

認 さ れ た 。

　 少 年 院 か ら は 、 入 院 し 、 初 め て 人 に 相 談 す る 方 法 が 分

か っ た と い う ケ ー ス や 、 本 人 な り に 適 応 し よ う と し た 結

果 、 非 行 や 犯 罪 を 繰 り 返 し て し ま う ケ ー ス が あ る こ と 、

ま た 、 自 尊 心 の 低 さ か ら 、 手 を 差 し 伸 べ て も 取 っ て く れ

に く い 状 況 が あ る こ と に つ い て 話 を 伺 っ た 。 こ う し た 中 、

子 ど も は 、 繰 り 返 さ れ る 失 敗 体 験 や 外 傷 経 験 の 中 で 、 支

援 を 必 要 と し て い て も 、 学 校 や 家 庭 か ら 必 要 な 支 援 を 受

け ら れ な い 、 ま た は 、 受 け に く い 状 況 に い た こ と が 推 察

さ れ る 。

（ ｂ ）　 子 ど も へ の 対 応 で 大 切 に し て い る こ と

　 各 機 関 が 大 切 に し て い る 子 ど も へ の 対 応 は 、 大 き く 二

つ に 分 け ら れ た 。

　 一 つ 目 は 、 「 気 持 ち の 受 け 止 め 、 傾 聴 、 支 援 者 と の 関

係 構 築 」 、 「 人 に 気 持 ち を 伝 え る 機 会 、 相 談 す る 機 会 」 、 「 認

め ら れ る 機 会 、 思 い が か な え ら れ る 機 会 」 、 「 他 児 と の 関

係 構 築 の 機 会 」 な ど 、 〈 自 信 と 人 へ の 信 頼 感 の 醸 成 〉 に

向 け て 重 要 と 考 え ら れ る 対 応 で あ っ た 。 各 機 関 で は 、 安

心 ・ 安 全 な 環 境 の 中 で 、 失 敗 体 験 や 外 傷 経 験 の 蓄 積 か ら

生 じ て い る 、 自 信 の な さ や 人 へ の 不 信 感 を 少 し ず つ 回 復

す る と と も に 、 人 と の 関 係 構 築 に 向 け た 学 び 直 し の 機 会

を 提 供 し て い る こ と が う か が え た 。

　 少 年 院 か ら は 、 一 緒 に 生 活 す る 中 で 、 本 人 の 生 き づ ら

さ を 見 つ け 、 本 人 と 共 有 し な が ら 、 一 歩 一 歩 丁 寧 に 指 導

を 進 め て い る 状 況 に つ い て 話 を 伺 っ た 。 こ の よ う な 、 本

人 の 気 持 ち を く み 取 り 、 寄 り 添 っ て く れ る 人 の 存 在 は 、

子 ど も が 人 を 信 頼 し 、 自 ら 支 援 を 求 め て い く こ と が で き

る よ う に な る 上 で 、 重 要 な 出 会 い に な る と 考 え ら れ る 。

　 二 つ 目 は 、 「 特 性 の 正 し い 理 解 と 対 応 」 、 「 保 護 者 、 家

庭 の 支 援 」 、 「 専 門 職 に よ る 支 援 、 専 門 機 関 と の 連 携 」 な

ど 、 〈 専 門 的 ・ 多 面 的 支 援 〉 の 実 施 に 当 た り 重 要 と 考 え

ら れ る 、 個 人 要 因 ・ 環 境 要 因 へ の 配 慮 や 、 多 職 種 連 携 で

あ っ た 。 各 機 関 で は 、 子 ど も の ニ ー ズ を 多 面 的 に 把 握 し 、

対 応 す る と と も に 、 機 関 利 用 後 も 、 支 え 続 け る こ と の で

き る 仕 組 み や 体 制 づ く り の 構 築 に 努 め て い る こ と が う か

が え た 。

　 少 年 院 か ら は 、 社 会 福 祉 専 門 官 な ど が 出 院 後 の フ ォ

（
b）
�　
子
ど
も
へ

の
対
応
で
大

切
に
し
て
い

る
こ
と

〈
自
信
と
人
へ
の
信
頼
感
の
醸
成
〉

・
�気
持
ち
の
受
け
止
め
、
傾
聴
、

支
援
者
と
の
関
係
構
築

・
�人
に
気
持
ち
を
伝
え
る
機
会
、

相
談
す
る
機
会

・
�認
め
ら
れ
る
機
会
、
思
い
が
か

な
え
ら
れ
る
機
会

・
�他
児
と
の
関
係
構
築
の
機
会

→
自
ら
支
援
を
求
め
る
力
の
育
成

〈
専
門
的
・
�多
面
的
支
援
〉

・
�特
性
の
正
し
い
理
解
と
対
応

・
�保
護
者
、
家
庭
の
支
援

・
�専
門
職
に
よ
る
支
援
、
専
門
機

関
と
の
連
携

・
�生
徒
が
教
員
に
話
し
掛
け
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
勉
強

で
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
け
で
な
く
、
他
愛
の
な
い
相
談
も
し

や
す
く
し
て
い
る
。【
サ
ポ
ー
ト
校
A
】

・
�自
分
か
ら
発
信
す
る
こ
と
が
苦
手
な
こ
と
が
多
い
の
で
、
気

持
ち
を
上
手
に
話
せ
る
よ
う
、
う
ま
く
導
い
て
い
る
。【
発

達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
B】

・
�一
緒
に
生
活
す
る
中
で
、
本
人
の
生
き
づ
ら
さ
を
見
つ
け
、

本
人
と
共
有
し
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
丁
寧
に
指
導
を
進
め
て

い
る
。【
少
年
院
F】

・
�表
面
に
現
れ
る
行
動
と
本
人
の
内
面
の
思
い
は
異
な
る
点
に

留
意
し
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。【
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
B】

・
�二
次
的
な
障
害
の
あ
る
生
徒
に
対
し
て
は
、
臨
床
心
理
士
の

資
格
を
持
つ
養
護
教
諭
が
、
保
護
者
支
援
に
も
当
た
っ
て
い

る
。【
サ
ポ
ー
ト
校
A
】

・
�社
会
福
祉
専
門
官
な
ど
が
出
院
後
の
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
、
社

会
福
祉
に
つ
な
げ
て
い
る
。【
少
年
院
F】

（
c）
�　
自
立
･自
己

実
現
に
向
け

て
の
重
要
な

こ
と

〈
居
場
所
と
出
番
づ
く
り
〉

・
�居
場
所
づ
く
り

・
�周
囲
の
理
解
と
支
援

・
�社
会
で
役
立
つ
経
験
、
役
割
認

識
・
�社
会
で
役
立
つ
力
の
習
得

〈
自
己
理
解
に
基
づ
く
支
援
要
請
〉

・
�自
己
理
解
（
障
害
特
性
の
理
解

を
含
む
）

・
�支
援
を
求
め
る
力

・
�居
場
所
づ
く
り
。【
サ
ポ
ー
ト
校
A
】

・
�帰
る
場
所
を
作
る
こ
と
（
医
療
や
福
祉
に
つ
な
げ
る
）。
【
少

年
院
E】

・
�ア
ル
バ
イ
ト
等
に
よ
り
、
社
会
で
生
き
る
自
信
を
身
に
つ
け

て
い
く
。
真
面
目
に
取
り
組
む
た
め
、
大
人
に
評
価
さ
れ
、

か
わ
い
が
ら
れ
る
経
験
を
積
ん
で
い
る
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス

へ
の
対
処
（
職
員
に
話
を
聞
い
て
も
ら
う
等
）
も
経
験
し
て

い
る
。【
児
童
心
理
治
療
施
設
C】

・
�自
分
に
と
っ
て
難
し
い
こ
と
を
回
避
で
き
る
よ
う
な
ス
キ
ル

（
処
世
術
）
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
も
重
要
。【
発
達
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
B】

・
�社
会
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
教
育
（
矯
正
教
育
に
は
適
合

す
る
が
、
社
会
に
出
る
こ
と
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
で
な

い
こ
と
が
、
混
乱
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
る
）。
【
少
年
院

F】
・
�自
分
の
特
性
を
知
り
、
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
。【
児
童

心
理
治
療
施
設
D
】

・
�支
援
を
受
け
る
こ
と
に
前
向
き
で
あ
る
か
ど
う
か
が
重
要
。

学
齢
期
の
時
の
対
応
い
か
ん
で
、
支
援
の
受
け
入
れ
に
対
す

る
考
え
が
変
わ
っ
て
く
る
。【
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
B】

・
�誰
か
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
生
き
て
い
く
と
い
う
選
択
を

す
る
上
で
の
、
親
子
含
め
て
の
障
害
の
受
容
。【
少
年
院
E】

（
d）
�　
学
校
教
育

に
期
待
す
る

こ
と

・
�居
場
所
と
出
番
づ
く
り

・
�学
習
面
・
対
人
面
へ
の
早
期
対

応
・
�個
に
応
じ
た
指
導
・
支
援

・
�居
場
所
と
出
番
づ
く
り
。【
少
年
院
E、
F】

・
�勉
強
が
分
か
る
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
。【
サ
ポ
ー
ト

校
A
】

・
�支
援
を
受
け
る
こ
と
に
前
向
き
で
い
る
た
め
に
は
、
学
齢
期

で
の
教
員
や
友
人
と
の
関
係
づ
く
り
が
重
要
。
対
応
に
よ
っ

て
支
援
の
受
け
入
れ
が
違
っ
て
く
る
。【
発
達
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
B】

・
�子
ど
も
が
授
業
を
抜
け
出
す
の
は
、
本
人
な
り
の
ク
ー
ル
ダ

ウ
ン
の
方
法
で
あ
る
。
子
ど
も
を
よ
く
観
察
し
、
対
応
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。【
児
童
心
理
治
療
施
設
C】

※
複
数
機
関
に
共
通
し
て
い
た
知
見
か
ら
カ
テ
ゴ
リ
を
生
成
し
た
。

※
各
質
問
に
関
連
す
る
回
答
の
う
ち
、
特
徴
的
な
も
の
を
内
容
例
と
し
て
示
し
た
。
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（ ｄ ）　 学 校 教 育 に 期 待 す る こ と

　 最 後 に 、 学 校 教 育 に 期 待 す る こ と と し て は 、 「 居 場 所

と 出 番 づ く り 」 、 「 学 習 面 ・ 対 人 面 へ の 早 期 対 応 」 、 「 個 に

応 じ た 指 導 ・ 支 援 」 が 挙 げ ら れ て い た 。 こ れ ら の 内 容 は 、

（ b ） 子 ど も へ の 対 応 で 大 切 に し て い る こ と 、（ c ） 自 立 ・

自 己 実 現 に 向 け て の 重 要 な こ と 、 と し て 挙 げ ら れ て い た

内 容 と の 共 通 点 が み ら れ た 。 各 機 関 か ら は 、 学 校 教 育 に

お い て 、 安 心 ・ 安 全 に 生 活 で き る 学 び の 場 を 提 供 し 、 そ

の 中 で 活 躍 で き る 機 会 、 学 習 面 や 対 人 面 で 成 功 体 験 を 積

め る 機 会 、 ま た 、 本 人 の 個 別 の ニ ー ズ を 踏 ま え 、 そ の 子

に 合 わ せ た 無 理 の な い 指 導 ・ 支 援 が 求 め ら れ て い る こ と

が う か が え た 。 こ う し た 対 応 が 学 校 段 階 に お い て 適 切 に

な さ れ て い れ ば 、 子 ど も が 各 機 関 に 至 る こ と を 予 防 で き

て い た の か も し れ な い 。

　 両 少 年 院 か ら は 、 「 居 場 所 と 出 番 づ く り 」 の 重 要 性 が

共 通 し て 指 摘 さ れ て い た 。 学 校 の 中 で 居 場 所 を 持 ち 、 無

理 の な い 形 で 力 を 発 揮 し て い け る 経 験 を 積 む こ と が 、 将

来 、 社 会 の 一 員 と し て 、 自 分 ら し く 生 き て い く こ と に つ

な が っ て い く と 考 え ら れ る 。

四　 ま と め

　 訪 問 調 査 に よ る 情 報 収 集 で は 、 異 分 野 で も 教 育 と 共 通

す る 知 見 が 多 く み ら れ た 。 例 え ば 、 『 少 年 非 行 の 矯 正 と

治 療 』 を ま と め た 石 川 （ 二 〇 〇 七 ） に よ る と 、 更 生 を 促

進 す る 要 因 は 様 々 だ が 、 そ の 中 に 共 通 す る も の と し て 「 少

年 と 治 療 者 の 間 の 親 密 さ 」 、 「 安 心 感 」 、 「 信 頼 感 」 、 「 相 互

尊 重 」 、 「 連 帯 感 」 、 「 本 心 を 語 り 合 え る よ う に な る こ と が

極 め て 重 要 」 と 指 摘 し て い る が 、 こ の 点 は 決 し て 特 定 の

分 野 に 限 っ た こ と で な く 、 学 校 教 育 を 始 め 、 今 回 情 報 収

集 を 行 っ た 異 分 野 に お い て も 共 通 す る 事 項 で あ っ た 。

　 そ う し た 二 次 的 な 障 害 を 起 こ し て し ま っ た 子 ど も を 支

援 す る 機 関 が 大 切 に し て い る こ と を 、 仮 に 前 段 階 で 、 教

育 分 野 に お い て 取 り 組 む こ と が で き て い た と し た ら 二 次

的 な 障 害 を 防 ぐ こ と に つ な が っ た の で は な い だ ろ う か 。

そ れ を 示 唆 す る 内 容 が 本 研 究 の 訪 問 調 査 に よ っ て 多 分 に

う か が え た 。 子 ど も と 関 わ る 上 で の 普 遍 的 事 項 に つ い て 、

今 一 度 、 教 育 の 中 で そ の 重 要 性 に つ い て 啓 発 を 行 う 必 要

が あ ろ う 。

ロ ー と し て 、 社 会 福 祉 に つ な ぐ 取 組 を 行 っ て い る こ と に

つ い て 話 を 伺 っ た 。 教 育 分 野 に お い て も 、 今 後 、 子 ど も

た ち の 卒 業 後 を 見 据 え 、 多 職 種 と 連 携 し た 支 援 の 充 実 を

図 っ て い く こ と が 求 め ら れ る 。

（ ｃ ）　 自 立 ・ 自 己 実 現 に 向 け て の 重 要 な こ と

　 各 機 関 が 自 立 ・ 自 己 実 現 に 向 け て 重 視 し て い る 内 容 は 、

大 き く 二 つ に 分 け ら れ た 。

　 一 つ 目 は 、 「 居 場 所 づ く り 」 、 「 周 囲 の 理 解 と 支 援 」 、 「 社

会 で 役 立 つ 経 験 、 役 割 認 識 」 、 「 社 会 で 役 立 つ 力 の 習 得 」

な ど 、 社 会 で の 〈 居 場 所 と 出 番 づ く り 〉 に 向 け て 重 要 と

考 え ら れ る 対 応 で あ っ た 。 各 機 関 で は 、 本 人 が 社 会 で 活

躍 し て い く こ と が で き る よ う 、 社 会 の セ ー フ テ ィ ネ ッ ト

を 重 視 す る と と も に 、 社 会 で 生 き る 自 信 と 、 社 会 の 中 で

折 り 合 い を つ け な が ら 生 き て い く 力 を 育 も う と し て い る

こ と が う か が え た 。

　 少 年 院 か ら は 、 社 会 は 構 造 化 さ れ た 環 境 で は な い （ 少

年 院 の よ う に ス ケ ジ ュ ー ル ど お り で は な い ） た め 、 社 会 に

出 た 際 に 混 乱 す る ケ ー ス が あ る こ と 、 そ の た め 、 社 会 と

の ギ ャ ッ プ を 埋 め る 教 育 が 課 題 と な る こ と に つ い て 話 を

伺 っ た 。 こ う し た 課 題 意 識 は 、 学 校 教 育 に お い て も 求 め

ら れ る も の で あ る 。 学 校 段 階 で の 適 応 の み な ら ず 、 社 会

で の 適 応 を 見 据 え た 教 育 に 取 り 組 ん で い く こ と が 求 め ら

れ る 。

　 二 つ 目 は 、 「 自 己 理 解 （ 障 害 特 性 の 理 解 を 含 む ） 」 、 「 支

援 を 求 め る 力 」 な ど 、 〈 自 己 理 解 に 基 づ く 支 援 要 請 〉 を

行 う 上 で 重 要 と 考 え ら れ る も の で あ っ た 。 各 機 関 で は 、

本 人 が 、 自 身 の 長 所 や 短 所 、 ま た 、 障 害 特 性 に よ る 得 意 ・

不 得 意 等 を 理 解 し 、 受 け 止 め ら れ る よ う に す る こ と 、 そ

の 上 で 、 不 得 意 な こ と は 自 ら 支 援 を 求 め 、 社 会 の 支 援 を

受 け 入 れ な が ら 生 き て い く 力 を 育 も う と し て い る こ と が

う か が え た 。

　 少 年 院 か ら は 、 誰 か に 助 け て も ら い な が ら 生 き て い く

と い う 選 択 を す る 上 で 、 親 子 を 含 め て の 障 害 の 受 容 が 重

要 と な る こ と に つ い て 話 を 伺 っ た 。 こ う し た 本 人 と 保 護

者 へ の ア プ ロ ー チ は 、 学 校 教 育 に お い て も そ の 重 要 性 と

早 期 か ら の 段 階 的 か つ 時 間 を 掛 け た 取 組 の 必 要 性 が 認 識

さ れ て い る と こ ろ で あ る 。 今 後 の 取 組 の 充 実 が 求 め ら れ

る 。
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また、異分野の専門家と協議を行う中で、「社会との

つながりを意識する重要性」についても再認識した。当

該分野でのみ目標が達成できたとしても社会に出た際に

適応できなくなってしまうというのは分野を超えて共通

する課題として捉えられた。

　
本研究では、異分野ではあるが、発達障害のある子ど

もに関わる機関が互いの実践知や研究知見を共有するこ

とは、発達障害の理解を深化させ、予防的支援を含めた

より適切な支援の提案へとつながり、互いの専門分野を

充実させる可能性を感じさせる結果となった。

付記
　
本稿は、国立特別支援教育総合研究所の発達障害・情

緒障害研究班が平成三〇年度に実施した、「地域社会と

連携した発達障害等への理解と支援の在り方に関する調

査」の一部を、再分析の上取りまとめたものである。
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